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BSA | ザー ソフ トウ ェ ア ・ ア ライ アン ス 「 (以下 、 「BSA」) は 、 総 務 省 (以下 、「 貴 省 」) の 
「 情 報 通 信 審 議会 情報 通信 技術 分 科 会 IP ネッ トワ ー ク 設備 委員 会 第 五 次 報告 ( 案 ) 」 
(以下 、「 報 告 案 」) に 対し て 、 以 下 の 意 見 を 提出 する 機会 を 与え られ た こと に 感謝 し ます 。 



























































総論 


BSA は 、 政 府 や グロ ー バ ル 市 場 に お いて 、 世 界 の ソフ トウ ェ ア 産 業 を 代表 する 主唱 者 で す 。 
BSA の 会 員 は 、 ク ラウ ドコ ン ピ ュ ー テ ィング 、 モ ノ の イン ター ネッ ト (ToT) 、 人 工 知能 
(AI) 、 ま た 、 そ の 他 の 新た な イノ ベー ショ ン を も た ら す 製品 や サー ビス な ど 、 世 界 経 済 の 成 
長 を 促進 する ソフ トウ ェ ア を 活用 し た 技術 革新 の 最前 線 に いま す 。 

























































































BSA は 、 通 信 事 故 の 報告 と 検証 に 関す る 現行 制度 を 見 直し 、 通 信 サ ービス と ネッ トワ ー ク の 安 
本 TE RC 岳 遼 の 標 を 
支援 する た め 、 以 下 、 意 見 を 述べ させ て 頂き ます 。 

































































TBSA | The Software Alliance (BSA | が ・ ソ フト ウェ ア ・ ア ライ アン ス ) は 、 政 府 や グロ ー バ ル 市 場 に お いて 、 世 界 の ソ 
フト ウェ ア 産 業 を 代表 する 主唱 者 で す 。BSA の 会 員 は 世界 で 最も イノ ベー ティ ブ な 企業 で 構成 され て お り 、 経 済 を 活性 
ヒ 上 させ 、 現 代 生 活 を 向上 させ る ソフ トウ ェ ア ・ ソ リュ ーション を 創造 し て いま す 。 ワ シン トン DC に 本 部 を 置き 、30 カ 
国 以 上 で 活動 する BSA は 、 正 規 ソ フト ウェ ア の 使用 を 促進 する コン プラ イア ンス ・ プ ログ ラム を 先導 し 、 技 術 革 新 の 推 
進 と デジ タル 経済 の 成長 を 促す 公共 政策 を 提唱 し て いま す 。 詳 し く は こち ら (@BSAnews) を ご 覧 くだ さい 。 













































































BSA の 活動 に は 、Adobe, Altium, Amazon Web Services, Atlassian, Autodesk, Aveva, Bentley Systems, Box, Cisco, 
CNC/Mastercam, Dassault, DocuSign, IBM, Informatica, Intel, MathWorks, Microsoft。 Nikon, Okta, Oracle, PTC, Rockwell 
Salesforce, ServiceNow, Siemens Industry Software Inc., Slack, Splunk, Synopsys, Trend Micro, Trimble Solutions Corporation, 
Twilio, Workday, Zoom が 会 員 企業 と し て 参加 し て いま す 。 詳 し く は ウェ ブサ イト (htmp:/bsa.or.jp) を ご 覧 くだ さい 。 
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第 2 章 2.2 通信 事故 の 報告 制度 の 見 直し の 在り 方 / 2. 2. 2 重要 イン フラ 分 野 に 
提供 され る 通信 サー ビス ・ ネ ットワーク に 関す る 報告 制度 の 在り 方 


報告 案 の 2.2.2 で は 、 リ スク の 量 的 ・ 質 的 な 変化 や 、 複 数 の ステ ー ク ホル ダー へ の リス ク の 拡 


大 に つい て 説明 し て お り 、 重 大 な 事故 、 イ ン シ デ ント 等 の 範囲 












































や 、 迅 速 な 報告 の 対象 を 見 直す 











必要 が ある と し て いま す 。 こ の よう な 観点 か ら 、 報 告 案 で は 、 


に 検討 する 一 


も 言及 し て いま す 。 通信 事故 の 基準 を 明確 に し よう と する 中 
社会 的 な 影響 が 最も 大 きい 事故 が 優先 的 に 報告 され 、 分 析 ・ 
視 する こと を 奨め ます 。 の 

ト 関 連 の 通信 な ど 、 広 く 利 用 は され て いて も 、 絶 対 不 可 欠 で は な い 通 


な 要素 を 
は 、 エ ンタ ー テ イン メン 




















影響 を 受け る ユー ザー 数 を 詳細 











方 で 、 報 告 の 優先 順位 を より 高め る た め に 質 的 な 要素 を 追加 する 必要 性 に つい て 













































































の 意図 を 十分 分 【 て 政 理解 し つつ も 、 
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信 を 捕捉 し 、 優 先 する 結果 と な り 、 緊 急 対応 者 に と っ て 不可 欠 


時 間 停止 と な る こと で 人 合 の 損失 を 含む 
る 可能 





性 が 


























ほ 大 な 結果 を 招く 可能 











価 さ れる た め に は 、 貴 省 が 質 的 
























































で あり 、 又 、 そ の サー ビス が 長 





性 の ある サー ビス が 見 落と され 














あり ます 。 貴 省 に は 、 こ れ ら の 要素 を 考慮 し 、 検 討 を 行っ て 頂く こと を 奨め ます 。 


























2. 2. 2 / (4) 通信 サー ビス と し て の クラ ウド サー ビス の 通信 事故 に よる 、 重 要 イ ン フ ラサ 
ービス 障害 の うち 通信 サー ビス ・ ネ ットワーク の 通信 事故 の 場合 に お ける 通信 事故 の 報告 制 
度 の 在り 方 


まま た 。 
お り 、 





、 グ ラフ 
が 認識 
に どの 


報告 案 で 


























接 管理 下 に 


は 可視 1 


引 - = 本広 
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し され て な いこ と が 多く 、 本 報 





ウド 運用 に お いて 異な る 責任 を 負う 、 











*※ は 、 ク ラウ ドサ ービス が 重要 イン フラ (以下 、 
報告 制度 の 対象 と な り 得 る と 説 B 
、 安 全 確 保 の 確立 と 維持 に お いて 、 


クラ ア 




















され て いる こと で す 。 こ の モデ ル を 理解 する こと で 、 














ある イン フラ や プラ ッ ト フ ォ ー ム 上 で 稼働 する アプ 




















「CI」) と の 結び つき を 強め て 


月 し て いま す 。 し か し 重要 な の は 、 リ スク を 管理 する た 
“サー ビス 事業 者 (以下 、「CSP」) と その 顧 
クラ ウド サー ビス に 

















お ける 「 責 任 共有 モデ 
管理 し て いる 環境 の どの 側面 


























『 業 者 が 責任 を 持ち 、 説 明 責任 を 果たす べき な の か が 明確 に な り ま す 。CI 事業 者 の 直 





ケー ショ ン や デー タ は CSP に 

















告 制度 に よっ て リス ク を 効果 的 に 軽減 させる に は 、CSP 


缶 











を 誤っ て 負わ せる の で は な く 、 ク ラウ ドサ ービス を 利用 し て いる CI 事業 者 が 主 た 











戸 税 委 














る 義務 を 負い 、 DF 護 止 に つい て 報告 し 、 そ の 


機能 停止 が 自ら の 業務 に 与え る 最 
ます 。CSP は 、 ot ieee 

















か を 確認 する 立場 に は な い の で す 。 


さら 


に 、 報 告 案 
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と 卿 を 分 析 ・ 3 








で も 正しく 記載 され て いる よう ! 
の デー タ セ ンタ 、 さ ら に は 複数 の リー ジョ ン で 、 
こと が で きま す 。 ク ラウ ドサ ービス の 選択 に よっ て 




















用 し て 























こ 、 ク ラウ ド 
ら 機能 















































Japan Representative Office 


j す る よう な 制度 整備 に 注力 する こと を 推奨 し 
自身 の 顧客 に 通信 サー ビス 提供 し て いる 
































ービス 利用 者 は 、 単 一 又は 複数 
ービス を 取捨 選択 し て 利用 する 
































ヨ 社 の IT 環境 が どの よう に 変化 する か 、 
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また 、 
CSP で は な く 、 


まで 
質 に よっ て は 、CSP が その よう な 機能 停 


あり 
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特定 の 用 途 
これ ら の 利 


























CSP と CT 事業 者 と の 関係 、 
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の 機能 能 停 号 
える 影響 に 


CSP と の 契約 に 
な 場合 


止 に つい て は 、CSP 
関し て の 分 析 ・ 
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告 制 度 に お いて も 、 
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電気 通信 事業 法 に 
よう 
ショ ン を 通じ て 、 ク ラウ ドコ 
それ を 踏 


こ 基 づき 、 
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が 、 現 行 の 報告 ・ 検 証 





事故 や 機能 肛 1 伴 
する CI 
頁 献 し 、CSP と その 顧客 が 担う 
CI 事業 者 に イン フラ ・ サ ービス を 提供 し て いる CSP 【 
ービス 可用性 ダッ シュ ボー ド や サー ビス 分 析 
これ ら の ツー ル は 、C1 事業 
適切 で 1 


まえ た 対応 を と る こ 


制度 の 改善 に 


] さ れる 法 や 規制 を 確認 する 上 で 、 
者 で 
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当事者 間 の 特 
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E の 契約 上 の 取り 決め 、 お よび 該当 事故 の 者 
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故 や 機能 停止 の 実 


馬 も 適し た 立場 【 


E も あり 、CSP は 
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いる の は 、 








に 効果 的 に 報告 で き な い 場合 が 


衣 識 で き な い 場合 も あり 、 機 能 停止 や 事故 が 顧客 
評価 力 を さほど 持ち 合わ せ て お り ま せん 。 ま た 、 
づき 、 事 故 や 機能 停止 


CI 事業 者 





に 関連 する 情報 を CSP か ら 提供 し て も ら う こと が 
も あり ます 。 事 故に 関す る 情報 を 直接 CSP か ら 貴 省 に 報告 する こと を 求め る こと 
は 、CSP と CI の 顧客 と の 間 の 契約 上 の 取り 決め に 
第 三 者 と 共有 する こと を 禁止 され て いる こと も あ 


詳細 な 情報 を 


・ 報 告 す る 上 で C1 事業 者 が 果たす 主 た 


際 の 影響 を 貴 2 
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関連 する 責任 を 明確 に 
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に する こと を 期待 し ます 。 ク ラウ ドサ ービス の 提供 形態 (jaaS、PaaS、SaaS 








多く の 要 
に 影響 を 与え る よう な 新た な 


と を 奨 め ま す 。 これ ! 
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支え る た め 


レポ ボー ト な どの クラ ウド ・ ペ ペース の ザー ビ 
自ら の 顧客 や 貴 省 
E 確 な 情報 を 報告 する こと を 支援 し て 
に 、CSP と クラ ウド サー ビス の 利用 者 で ある CI 事業 
ービス の 障害 に 
と が 重要 で す 。 
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の 意識 を 高め 、 
定 ま た 発展 させ る 機会 を 、BSA と 会 員 





責任 共有 モデ ル に 
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は 、 ク ラウ ドサ ービス の 
に よっ て 異な り ま す 。C1 事業 者 が より 多く の 作業 を クラ ウド に 移行 する 
を 検討 する 際 に 
に より 、CSP に 不要 な 要件 を 課す こと が 人 避 
信頼 で きる 通信 サー ビス と ネッ トワ ー ク を 促進 する こと が 可能 に 
ル ダ ー 


E* す る ステ ー ク ホル ダー と 協力 し 、 教 
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CSP を 関 
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な り ま す 。 様々 な ステ ー ク ホ 
最善 の 方 法 を 貴 省 が 検討 する こと を 推奨 し ます 。 
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E す 。 また 、 
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告 制 度 と し て 国際 的 に 認知 され た 業界 標準 の 価値 を 、 貴 省 に て 引き 続き 認め る こと を 奨励 し ま 
す 。 





結語 











上 記 意 見 が 、 報 告 案 を 最終 的 に 確定 する 上 で 、 ま た 、 報 告 ・ 検 証 制度 の 今後 の 方 向 性 を 引き 続 
き 検 討 す る 上 で 有効 で あれ ば 幸い で す 。 変 化す る リス ク 環 境 に より よく 対応 し 、 備 える た め 
に 、 貴 省 と 協力 し な が ら 制 度 改 善 し て いけ る こと を 期待 し て いま す 。 本 意見 に 関し て 、 ご 質問 


が ある 場合 又は より 詳細 に 議論 を され た い 場 合 に は 是非 ご 連絡 下さ い 。 
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